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文章を読む力を身につける 

～ＳＮＳ依存症にはなっていないか？ 気になる日本の小･中･高生～ 
熊谷市立熊谷東中学校長 伊藤 幸男 

 
昨年末、世界７９か国・地域の１５歳を対象にしたテスト「国際学習到達度調査（PISA）」の結

果が公表されました。日本の読解力は世界１５位。前回２０１５年の８位から大きく順位を後退さ

せました。 
今、世界では、どれだけたくさんの知識があるのかではなく、その知識をどうやって使うのかが

大事だと考えられています。来年度から全国の中学校で実施される新しい学習指導要領もその考え
で統一されていて、熊谷東中学校でも４月に向け、授業づくりや評価テスト作成に関して見直しを
行っているところです。１６、１７日に実施され、全国で約５４万名の高校生が受験した「大学入
試共通テスト」でも、かつての共通一次テストやセンター試験と比較すると、知識や解法の暗記の
みで解答できる問題は減少して、思考力、判断力を発揮して解くことで理解の質を問う問題が圧倒
的に増えました。例えば、英語の問題ならば、昔ながらの単語の発音やアクセントを尋ねたり、文
法・語法の独立した問題は一切なくなり、様々なタイプの英語をひたすら読み、書かれている内容
から必要な情報を引き出したり、作者が伝えたいと考える要点を読み取ったりする等の問題に置き
換えられました。 
日本の子供たちの読解力低下の原因の一つに SNSの普及があります。スマホで

短い文章のやりとりをすることが多くなり、長い文章を読んだり書いたりしなく

なったためではないかと言われています。日本の高校１年生が LINE などで短文
のやりとりを毎日している割合は 87.4％で、世界平均 67.3%を大きく上回りまし
た。新聞を読んでいる人の割合も世界平均より低いこともわかりました。 
短い文章でコミュニケーションを瞬時にとれるのはとても便利なことです。し

かし、その一方で、社会では、よく知らない人に対して、きちんとした言葉で物事を説明できない
と、うまく仕事を進めることができないのです。 
感染症対策により部活動のない 1・2 年生の学校生活ですが、あいた部活動の時間をスマホやゲ

ーム機に向かう時間ばかりに充てるのではなく、読書をしたり、「思考力、表現力、判断力」を伸
ばす基礎となる「知識」の定着を図る家庭学習にもぜひ充ててほしいと思います。 
保護者の皆様におかれましては、SNS を通じたトラブルが多発している状況も鑑みていただき、

ぜひお子様の家庭学習の様子を注意して見届けていただければと思います。どうぞよろしくお願い
いたします。、 

よろしくお願いいたします。 

＜熊谷市書きぞめ展＞ 

例年、市内でもっとも入選者が多い東中ですが、今年も素晴らしい成果をおさめてくれました。 

【推薦（県展出品）】 １年・須藤さん、田口くん ２年・小柳さん、國分さん、堀口さん 

           ３年・内田さん、越前屋さん、田所くん 

【特選】１年・長谷川さん、岡部さん、中島さん、小林さん ２年・鯨井さん、小澤くん、宮澤さん 

３年・高橋さん、小野田さん、大谷さん、鯨井さん       

【入選】１年・鈴木くん、坂東さん、森田さん、大谷さん、吉田さん、小川さん、石井さん 

    ２年・小島さん、出川くん、増山さん、小鮒くん、矢澤さん、渡邉さん、木元くん 

    ３年・本多さん、池さん、石川さん、沼上さん、若月さん、蓮沼さん 

＜学校教育目標＞ 

      心豊かな生徒 

主体的に学び、考える生徒 

たくましく生きる生徒 

東雲 

熊谷東中学校だより 

第９号 
志高く 

令和３年１月２７日発行 

＜目指す学校像＞ 
生徒が「日本一だ」と誇りをもって 
卒業することができる学校 



 

 

 

再度、コロナウィルス対策の徹底を図ります。 

 年末より、東京都を中心にコロナウィルス感染者が急激に増加しました。隣県である埼玉県も７日に緊急事態

宣言が発令され、１２日からは午後８時以降の飲食店の営業停止、不要不急の外出の禁止、イベントの開催制限

など様々な要請が出されています。熊谷市内でも感染が連日報告されており、まだ安心できる状況ではありませ

ん。今年も withコロナの生活が否応なく続いています。 

 東中でも、年末からの部活動休止に続き、年が明けてからも新入生保護者説明会、 

授業参観（学級懇談会のみ実施）、資源回収等多くの行事を中止にしました。併せて 

学校では、引き続き以下の対策を行っていきます。 

 ①健康観察による体調把握   ②マスクの着用の徹底 

③消毒、手洗いの実施、保湿、換気による教室環境の整備 

ご家庭におかれましても、体調不良時は登校させない、不要不急の外出をしない、マ 

スクの着用とともに規則正しい生活（スマホ・ゲーム・テレビ等メディアとの接触時 

間のコントロールを含む）を心がけ、感染予防に十分努めていただきますようお願い 

いたします。 

 

入試が始まりました。 

 ３年生の私立高校の入試が２２日（金）を中心に行われ、多くの 

生徒が受験しました。学校や塾での様々なテストや北辰テストにも 

取り組んできてはいるものの、入試の雰囲気は独特で、大変緊張し 

たのではないでしょうか。朗報を期待しています。 

また、１０日には公立高校の進路希望状況調査の結果が発表され 

ました。新聞でも話題になっていましたが、近隣でも熊谷高校、熊 

谷女子高校などの伝統校も定員割れをしている状況です。「コロナ 

禍で安全志向が高まっている」との分析があるとともに、「倍率が低い学校を、本番で多くの生徒が受ける可能性

がある」との指摘もあります。いずれにしても、合格することがゴールではなく、むしろスタートとなります。

開放感もあると思いますが、せっかく身につけた学習習慣を手放すことなく生活してほしいと思います。 

 

テストで学力を伸ばす 
 １月は、１５日に２年生の検証問題テスト、２２日には１・２年生の実力テスト、２８日・２９日には１・２

年生のＧＴＥＣ（英語４技能テスト）と、３年生以外でも様々なテストが行われています。こうしたテストを行

う目的として、もちろん現時点での自分自身の学力や理解度を知るという側面もあります。一方で、このテスト

に向けて行った学習の過程や、結果返却後の間違い直しなど、学力を高めたり不十分な点を補ったりすることも

大変重要な目的です。東中では、「テストで学力を伸ばす」を合言葉にしています。冬休み中に配布した「校長先

生からの宿題」や校長室前の「幸 NAVIコーナー」などは、そういった取組の一つです。 

 テストがあるから取り組むのではなく、テストを目標にがんばるという習慣を身につけてください。来年度か

ら中学校の学習指導要領が新しくなりますが、その中で、汎用的能力を身につけることが謳われています。汎用

的能力とは、簡単に言えば、「自分が身につけた力を社会のために活かす力」のことです。学習を通して、ぜひ社

会に貢献できる力を養ってください。 

  

百人一首大会が行われました。（１年） 
 ２６日に１年生が百人一首大会を行いました。コロナ対策として本来８人で 

行う計画を、４人１組に変更しての実施となりました。多くの生徒が冬休み中 

にたくさんの句を覚えていました。中には百首すべて覚えた強者もいたようで 

す。事前学習として国語の時間にはお気に入りの句の作成も行いました。日本 

の文化に触れることは、一つの国際理解の形です。お気に入りの句は見つかっ 

たでしょうか。 

 大会は開放された窓から吹き込む寒風をものともせず、熱気を帯びたもの 

になりました。結果は以下のとおりです。（２回戦合計のスコアです。） 

＜クラス＞ １位 ４組  ２位 ２組 

＜個人＞  １位：④名阪さん 119枚 ２位：②蓮田さん 101枚 ３位：④菊地くん・②浅井くん 85枚 


